
…申し込み　問…問い合わせ

堆肥は適切に管理しましょう

　堆肥の野積みにより悪臭やハエなど
が発生し、苦情が多く寄せられていま
す。地下への浸透や河川への流出など、
周辺環境に配慮し管理をしましょう。
管理方法／●堆肥は使う分だけ運搬
し、散布後はすぐにすきこみ、作物を
作付けする。 ●ストックヤード（堆肥
舎）内で管理する。 ●堆肥盤での管理
は、堆肥を防水シートで覆い雨水な
どに当てないようにする。 ●堆肥舎、
堆肥盤がない場合は上下を防水シート
で覆い、液汁が地下浸透しないように
する。 ●防水シートで覆う際は、風
で飛ばされないようしっかり固定す
る。

農水産課振興班（☎68-1174）

水道メーター（量水器）の交換に
協力を
　該当する家庭や事業所などに、市の

「指定給水装置工事事業者」が訪問し、
水道メーターの交換を行います。
対象地域／旭地域（ＪＲ線南側）
作業予定期間／８月１日（金）〜22日

（金）
費用／無料

水道課工務班（☎63-8882）

戦没者の慰霊と
恒久平和祈念の黙とうを
　８月15日は「戦没者を追悼し平和を
祈念する日」です。正午に１分間のサ
イレンを鳴らしますので、戦争で亡く
なった人たちの冥福と永遠の平和を祈
り、黙とうをささげましょう。

申し込み後は早めの受診を
歯周疾患検診は９月30日（火）まで実施
対象／今年40・50・60・70歳にな
る市民
検診場所／市内指定歯科医院

健康管理課支援班（☎57-3113・
飯岡保健センター内）

受け付けが始まります
児童扶養手当の現況届
　児童扶養手当の受給資格を持ってい
るひとり親家庭などを対象に、現況届
の受け付けが始まります。
　対象者には、児童扶養手当現況届を
送付しましたので、子育て支援課に提
出してください。
受付期間／８月１日（金）〜29日（金）
※休日は10日（日）のみ受け付けます。

子育て支援課子育て支援班（☎62-
8012）

作品を募集します
明るい選挙啓発ポスター・標語
ポスターの部
作品内容／明るい選挙の推進を表すも
の
大きさ／382㎜×271㎜のものから54 
2㎜×382㎜のものまで
応募上の注意／作品の裏側右下に住
所、氏名（ふりがな）、年齢を記入する
こと。 ※１人１点まで、自作のもの
に限る。
標語の部
作品内容／①きれいな選挙を表すもの
②棄権防止の呼び掛けを表すもの
字数／20字以内
応募上の注意／●適当な大きさの短冊
を使用し、１枚につき１点を記載する
こと。 ●作品の左横に住所、氏名（ふ
りがな）、年齢を記入すること。 ※１
人２点以内、自作のものに限る。
〈共通事項〉
申し込み方法／９月５日（金）までに、
郵送または持参してください。 ※応
募作品は原則、返却しません。また入
賞作品の版権は主催者側に属します。

〒289-2595　旭市ニの1920　
旭市選挙管理委員会（☎62-5310・総
務課庶務行政班内）
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